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Ⅰ はじめに 

頻発する大地震、台風、大規模火災、加えて、侵入盗の増加など防災・防犯面からの社会の安全・

安心に対する関心の高まりの中、これらの課題に対する建築研究開発の役割は高まっている。 
このパネルディスカッションにおいては「安全で安心して暮らせる社会の構築のための建築研究開

発の役割」と題して、災害や犯罪に対する安全・安心とはどういうことか、また安全で安心して暮ら

せる社会を目指すために建築研究開発はどのような役割を担うべきか探っていく。 
 
 
Ⅱ 話題概要 

１） 安全・安心ということ 

 

 

 

 

 

２） 安全・安心実現のための建築技術開発や建築研究開発等の役割 

 

 

 

 

 

３） 建築技術開発や建築研究開発等に望むこと 

 
 
 
 
 

Ⅲ まとめ 
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